
農業DXについて
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学習の目標

デジタルの力で、農業の課題と

データ活用、環境問題などについて学ぶ



日本は農業者が減っている

農業者の人口が減少傾向の問題



高齢者が増えて、
若者で農業をする人が減っている。

少子化高齢化社会の問題



農地の面積が減少している

農地の面積が減少傾向の問題



農業者1人当たりの農地面積が増えている
= 1人当たりの負担が大きくなっている

一人当たり面積は増加傾向



負担を軽くするため
スマート農業を取り入れる

スマート農業とは
ロボットとAI など、先端の技術を活用する農業の
こと



スマート農業の見学 9/19 カンドーファーム



人がいなくても、トラクターを動かして作業する
＝負担が軽くなる



ドローン操縦で農薬をまく作業をする
＝負担が軽くなっている



ミハラスは水位と地温等と水温で調べて、田んぼの
管理に役立てている = 負担が軽くなっている



高齢の人でもできる

農業の経験が少なくてもできる

一人でたくさん作業をすることができる。

楽に作業をすることができる

作業時間が短くなる

な

ど

見学をして思ったこと



温室効果ガスがあると熱が逃げにくい
メタンと二酸化炭素とかが、たまっている

12月には
地球温暖化につい
ても勉強しました。



〇気体の排出量の量って、どうやって調べるのだろう？

〇気体の比と物に比べて、比例で調べることができるかな
それは、多分違うかもしれません。
計算でどうやってするか知りたいなと思いました。

疑問に
思ったこと１



〇梅雨だから、メタンが発生に多いかな？
〇メタン生成菌は単細胞生物か多細胞生物かどっち正しいか分からない。
〇なぜ、菌は酸素が苦手なのか？
水を張る状態ないと、土が乾燥するので、活動しにくいから？

疑問に
思ったこと２



感想

スマート農業の技術が上がっていて素晴らしいと思いました。

農業者1人当たり農地の面積が大きくて、大変なので、スマート農業
を使うと楽に作業することができて良かったと思いました。

スマート農業を進めていくことは、日本の課題である少子化と高齢
化の問題の解決に繋がると思いました。


